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第 80 号 
平成 30年 6月 1日発行 

主
な
掲
載
内

容

 

◎
議

会

構

成
・
・
・
Ｐ
２ 

 

◎
議

案

審

議

結

果
・
・
・
Ｐ
２
～
４ 

 

◎
編

集

後

記
・
・
・
Ｐ
４ 

第 92 号 

●
３
月
定
例
会
の
概
要
● 

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
１
日
に
招

集
。
３
月
20
日
ま
で
の
会
期
で
、
市
長
提
出
議
案

49
件
、
報
告
案
件
１
件
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案

可
決
（
西
都
児
湯
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
及
び

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
同
意
）と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。 

 

●
５
月
臨
時
会
の
概
要
● 

改
選
後
初
の
平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
が
５

月
２
日
に
招
集
さ
れ
、
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。
市
長
提
出
議
案
４
件
、
報
告
案
件
１
件
、
議

員
提
出
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
可
決
（
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
認
、
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
同
意
）
と
し
ま
し
た
。 

平成 30年４月に改選された新議員 

上段左から 村上修乗・濵砂 磐・曽我部貴博・米良 弥・山地将生 

中段左から 岩切一夫・田爪淑子・黒木吉彦・兼松道男・荒川敏満・荒川昭英・橋口登志郎 

下段左から 北岡四郎・井上久昭・鍋島宏三（副市長）・押川修一郎（市長）・中武邦美・太田寛文・狩野保夫・井上 司 
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▼
新
田
原
基
地
対
策
調
査 

 
 
 
 
 

特
別
委
員
会 

 
 

◎
井
上 

 

司 

 
 

○
兼
松 

道
男 

 
 
 

村
上 

修
乗 

 
 
 

濵
砂 

 

磐 

 
 
 

岩
切 

一
夫 

 
 
 

北
岡 

四
郎 

 
 
 

井
上 

久
昭 

 

▼
救
急
医
療
対
策
調
査 

 
 
 
 
 

特
別
委
員
会 

 
 

◎
狩
野 

保
夫 

 
 

○
曽
我
部
貴
博 

 
 
 

山
地 

将
生 

 
 
 

米
良 

 

弥 

 
 
 

橋
口
登
志
郎 

 
 
 

荒
川 

敏
満 

 
 
 

太
田 

寛
文 

 

▼
新
庁
舎
建
設
調
査 

 
 
 
 
 

特
別
委
員
会 

 
 

◎
荒
川 

昭
英 

 
 

○
田
爪 

淑
子 

 
 
 

曽
我
部
貴
博 

 
 
 

岩
切 

一
夫 

 
 
 

荒
川 

敏
満 

 
 
 

兼
松 

道
男 

 
 
 

狩
野 

保
夫 

◎
荒
川 

敏
満 

 
 

○
兼
松 

道
男 

 
 
 

橋
口
登
志
郎 

 
 
 

岩
切 

一
夫 

 
 
 

荒
川 

昭
英 

 
 
 

田
爪 

淑
子 

 
 
 

北
岡 

四
郎 

 
 
 

井
上 

久
昭 

 
 
 
 

（
議
会
選
出
） 

中
武 

邦
美 

兼
松 

道
男 

 
 

 
 

中
武 

邦
美 

                              

       
 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

       
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

     
  

 
 

 
  

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
  

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
  

 
 

 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
  

    
 

 
 
 

 
 

 
 
 

   
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 条 

例 

関 

係 

＊
第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
＊ 

●
第
２
号 

西
都
市
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
介

護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
を
行
う
た
め
、

基
準
と
な
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
） 

●
第
３
号 

西
都
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
住

所
地
特
例
の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
４
号 

西
都
市
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
当
該
事
業
に
関
す
る
厚

生
労
働
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整

備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
５
号 

西
都
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
課
税
方
式
の

変
更
等
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
お
う

議
案
審
議
結
果 

第
１
回
定
例
会
（
３
月
１
日
～
20
日
）

及
び
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
２
日
）
で
審

議
さ
れ
た
議
案
の
概
要
と
結
果 

●
全
会
一
致
で
可
決 

■
賛
成
多
数
で
可
決 

政友会 
井上 久昭 
政友会 
井上 久昭 

臨
時
会
が
５
月
２
日
に
開
か
れ
、
新
し
い
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す 

 

（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長 

敬
称
略
） 

西
都
児
湯
環
境
整
備 

事
務
組
合
議
会
議
員 

特

別

委

員
会 

常

任

委

員
会 

議

会

運

営

委

員

会

 

監

査

委

員 
 

議 
 

長 

中
武
邦
美 

副
議
長 

太
田
寛
文 

一
ツ
瀬
川
営
農
飲
雑
用
水 

広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員 

▼
総 

務 

 
 

◎
岩
切 

一
夫 

 
 

○
田
爪 

淑
子 

 
 
 

村
上 

修
乗 

 
 
 

荒
川 

昭
英 

 
 
 

黒
木 

吉
彦 

 
 
 

中
武 
邦
美 

 

▼
文
教
厚
生 

 
 

◎
兼
松 

道
男 

 
 

○
狩
野 

保
夫 

 
 
 

山
地 

将
生 

 
 
 

濵
砂 

 

磐 

 
 
 

荒
川 

敏
満 

 
 
 

太
田 

寛
文 

 

▼
産
業
建
設 

 
 

◎
橋
口
登
志
郎 

 
 

○
曽
我
部
貴
博 

 
 
 

米
良 

 

弥 

 
 
 

北
岡 

四
郎 

 
 
 

井
上 

 

司 

 
 
 

井
上 

久
昭 
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と
す
る
も
の
） 

■
第
６
号 

西
都
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
国
民
健
康
保
険

法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
整
備

を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
７
号 

西
都
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
防
火
対
象
物
の
消
防

用
設
備
等
の
状
況
の
公
表
制
度
実
施
に
伴

い
、
所
要
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
８
号 

西
都
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
地
方
公
共
団
体
の
手
数

料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
９
号 

地
方
独
立
行
政
法
人
西
都
児

湯
医
療
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
地
方
独
立
行
政
法
人

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を

行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
10
号 

西
都
市
公
民
館
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
使
用
料
の
積
算
方
法

の
変
更
等
に
伴
い
、
所
要
の
整
備
を
行
お

う
と
す
る
も
の
） 

●
第
11
号 

西
都
市
学
習
等
供
用
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
学
習
等
供
用
施
設
立
野

館
及
び
戸
敷
・
井
尻
館
が
完
成
す
る
こ
と

に
伴
い
、
公
の
施
設
と
し
て
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
所
要
の
整
備
を
行
お
う
と

す
る
も
の
） 

●
第
12
号 

西
都
市
課
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
機
構
改
革
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
13
号 

西
都
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
機
構
改
革
に
伴
い
、

所
要
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

■
第
14
号 

西
都
市
職
員
退
職
手
当
支

給
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
退
職

手
当
の
支
給
水
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
所

要
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
15
号 

西
都
市
下
水
道
事
業
債
償

還
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
（
当
該
事

業
の
完
了
に
伴
い
、
本
条
例
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
も
の
） 

■
第
45
号 
西
都
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
第
１
号
被
保
険
者

の
介
護
保
険
料
の
額
等
に
つ
い
て
、
所
要

の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
） 
 

予 

算 

関 

係 

＊
第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
＊ 

●
第
16
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
補
正
（
第
９
号
）
に
つ
い
て
（
衛

生
費
、
農
林
水
産
業
費
な
ど
、
総
額
１
億

４
１
３
２
万
７
千
円
を
増
額
補
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
） 

●
第
17
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第

５
号
）
に
つ
い
て
（
共
同
事
業
拠
出
金
な

ど
、
総
額
１
億
６
７
０
３
万
７
千
円
を
減

額
補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
18
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
３
号
）

に
つ
い
て
（
施
設
費
な
ど
、
総
額
２
５
４

万
７
千
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
） 

●
第
19
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
４
号
）

に
つ
い
て
（
土
木
費
か
ら
、
１
２
３
５
万

３
千
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
） 

●
第
20
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
営
住

宅
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
６
号
）

に
つ
い
て
（
住
宅
費
か
ら
、
２
１
０
万
９

千
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
21
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第

４
号
）
に
つ
い
て
（
農
業
集
落
排
水
事
業

費
か
ら
、
４
１
６
万
４
千
円
を
減
額
補
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
22
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
４
号
）

に
つ
い
て
（
保
険
給
付
費
な
ど
、
総
額
１

億
３
７
８
万
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
） 

●
第
23
号 
平
成
29
年
度
西
都
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
補
正
（
第
５

号
）
に
つ
い
て
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
な
ど
、
総
額
２
６
３
７
万
４

千
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

■
第
24
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
25
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
26
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
27
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

●
第
28
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
営
住

宅
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
29
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
30
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

●
第
31
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
西
米

良
村
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て 

●
第
32
号 

平
成
30
年
度
西
都
児
湯
障

害
認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
33
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

●
第
34
号 

平
成
30
年
度
西
都
児
湯
い

じ
め
問
題
対
策
専
門
家
委
員
会
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て 

●
第
35
号 

平
成
30
年
度
西
都
児
湯
い

じ
め
問
題
調
査
委
員
会
特
別
会
計
予
算
に
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つ
い
て 

●
第
36
号 

平
成
30
年
度
西
都
児
湯
公

平
委
員
会
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て 

■
第
37
号 
平
成
30
年
度
西
都
市
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て 

●
第
48
号 

平
成
29
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
補
正
（
第
10
号
）
に
つ
い
て
（
副

市
長
の
退
任
及
び
選
任
に
伴
い
、
総
額
８

４
４
万
２
千
円
を
増
額
補
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
） 

●
第
49
号 

平
成
30
年
度
西
都
市
一
般

会
計
予
算
補
正
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
（
副

市
長
の
退
任
及
び
選
任
に
伴
い
、
総
額
９

０
８
万
４
千
円
を
減
額
補
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
） 

 

そ 

の 

他 

＊
第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
＊ 

●
第
１
号 

西
都
児
湯
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

矢
野 

友
子 

氏
（
再
任
） 

●
第
38
号 

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
（
市
有
財
産
を
無
償
貸
付
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
） 

●
第
39
号 

地
方
独
立
行
政
法
人
西
都

児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
定
款
の
一
部
変
更
に

つ
い
て
（
先
に
議
決
を
得
た
地
方
独
立
行

政
法
人
西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
定
款
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
40
号 

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
（
辺
地
債
に
よ
り
公
共
的
施

設
の
整
備
を
図
る
た
め
、
穂
北
・
南
方
辺

地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
〔
平
成
30
年
度

か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
〕
を
策
定
す
る
こ

と
に
つ
き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
） 

●
第
41
号 

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
（
先
に
議
決
を
得
た
銀
鏡
・

中
尾
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
〔
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
〕
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
42
号 

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
（
先
に
議
決
を
得
た
尾
八
重

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
〔
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
〕
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得

よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
43
号 

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
（
道
路
改
良
等
に
伴
い
、
市
道
路
線
を

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
44
号 

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
市
道
と
し
て
の
要
件
を
具
備
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
市
道
路
線
に
認
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
） 

●
第
46
号 

西
都
市
学
習
等
供
用
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
西
都

市
学
習
等
供
用
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る

も
の
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
） 

●
第
47
号 

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

鍋
島 

宏
三 

氏 
 

＊
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
）
＊ 

●
第
50
号 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
特
別
交
付
税
及
び
市

債
の
決
定
な
ど
に
伴
う
、
予
算
補
正
） 

●
第
51
号 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
、市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

■
第
52
号 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
） 

●
第
53
号 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て 
 
 
 
 
 
 

井
上 

久
昭 

氏 
 

議 

員 

提 

出 

議 

案 

＊
第
２
回
臨
時
会
（
５
月
）
＊ 

●
第
１
号 

西
都
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
西
都
市
課
設
置
条

例
の
一
部
改
正
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
委
員
数
変
更
に
伴
う
条
例
の
一
部
改

正
） 

◆
編
集
後
記
◆ 

 

こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
於
き
ま

し
て
、
市
民
皆
様
の
負
託
を
受
け
た
18
名

が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。 

残
念
な
が
ら
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま

し
た
が
、
投
票
さ
れ
た
皆
様
の
思
い
、
願

い
を
し
っ
か
り
胸
に
抱
き
５
年
後
、
10
年

後
、
20
年
後
の
本
市
の
進
む
道
を
的
確
に

捉
え
、
市
制
施
行
60
年
の
節
目
と
新
庁
舎

や
新
病
院
の
建
設
も
控
え
る
中
、
ま
た
少

子
高
齢
化
対
策
等
、
課
題
多
き
今
日
で
も

あ
り
ま
す
が
、
西
都
市
を
前
向
き
に
よ
り

良
く
し
て
行
く
た
め
に
西
都
市
議
会
議
員

の
一
議
員
と
し
て
頑
張
ら
ね
ば
と
改
め
て

肝
に
銘
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 

― 

議
会
報
編
集
委
員
会 

― 

委

員

長 
 

荒 

川 

敏 

満 

副
委
員
長 

 

山 

地 

将 

生 

委

員 
 

濵 

砂 
 
 

磐 

〃 
  

 

曽
我
部 

貴 

博 

〃 
 

 
 

岩 

切 

一 

夫 

〃  
 
 

兼 

松 

道 

男 

〃  
 
 

狩 

野 

保 

夫 


